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1目的】 7 − ACA 及 びそ の ア セチ ル加水分解物デ ア セ チ ル 7 一ア ミ ノ セ フ ァ 占ス ポラ

ン酸 （D −
；7A

・CA ）は、 種々 の セ フ ェ ム系抗生物質誘導体の 合成原料で ある 。 私達

はこ れ まで に 、 7 − ACA をD −“　7ACA に効率よ く加水分解する微生物 を土 壌 よ り
ス クリー一

　 ：ン グ して R．　glutinis　38Bl株を得たこ とを報告 した
1）

。 今回は本触媒活性を

有する 7 − ACA エ ス テ ラーゼの 精製を行い その 諸性質を調べ たの で 報告する 。

【方法 と結果】R，g’utinis 　38B1株培養饑体 よ り得た糧酵素抽 出液 を硫安分 画後、　 C　M イ

オン交換ク ロ
1： トグラフ ィ

ー
及び ゲル 濾過 ク ロ マ 、トグラ フ ィ

ーを行 い
、 SDS −

PAGE 上82kDaの単
一バ ン ドを与える精製酵素標品を得た。 本酵素は 、 同一サ プ ユ

ニ ッ トか ら成 る2量体で重 量に して 20％以上 の混成型糖鎖を持っ てお り、最適 pH は

5．5、 最適反応温度は30
° C であ っ た。 この 反応は Cu2

＋

、
　Hg2

’

、　 p
− APMSF 、

eserinesulfate に よ り阻害され 、 セ リ ン残基の ヒ ドロ キ シ基が 活性 に重要な役割を果
た して い る こ とが示唆 された 。 7 − ACA に対する Km 値 は 1．43mM で あ っ た 。
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黒麹菌の 生産す るカル ボキ シル エ ス テ ラ ーゼ の精製と性質
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・
清 、 岩野君夫

（目的）泡盛の 香気成分の 1つ セあるバニ リンは原料由来の フ ェ ル ラ酸か ら熟成過程中

に生成する 。 この フ ェ ル ラ酸は 黒麹菌の 生産するフ ェ ル ラ酸エ ス テラーゼ （FE ）に

よ り原料か ら遊離する こ とを既に報告 した。 今 回はFE の精製ス テッ プで 挙動を共 に
’
ずるカル ポキ シル エ ステ ラーゼ （CE ）とFE の 酵素学的な性質を比較検討するた め

に本酵素の 精製を行い 諸性質 を調べ た 。

（方法及び結果）Aspcngulus　swamcmi 　IFO　4033 を2％小麦ふす まを炭素源として 30℃ ， 3

日間振とう培養した。 培養ろ液を硫安分画後 、 DEAE ，イオン交換クロ マ ト、 ゲル ろ過及

び疎水クロ マ トグラフ ィー を用い て精製した 。 酵素力価の 測定は各脂肪酸の α・ナフ チ

ル エ ス テル を基質として生成する a ・ナフ トール を比色定量 した。

　精製酵素はSDSPAGE で単丁
”パ ン ドで あり分子量は約30000 で あっ た 。 至適 温度は40

℃付近、 至適p甚｛は7付近で あ っ た。 plは 3で あっ た 。 また活性はDFP
，
PMSF で 強 く阻害さ

れた 。 本酵素は酢酸 、 プロ ピオ ン酸エ ス テル は分解したがそれ以上の鎖長の脂肪酸エ

ステル や フ ェ ル ラ酸エ ス テル は分解で きなか っ た。 また酢酸エ ス テル に対する Km 値は

FE が10mMで あるの に対して CE で は L4mM であ っ た。
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